
赤い羽根共同募金
毎年 10 月 1 日から始まる『赤い羽根共同募金』。
毎年、たくさんの方のご協力をいただいています。
ここでは「赤い羽根共同募金」について、みなさんが「どうして？」と
思っていることを解説します。

その 1　「赤い羽根共同募金」の羽根は、どうして赤色なの？

その 2　「赤い羽根共同募金」はいつから始まったの？

その 3　「赤い羽根共同募金」のお金は、どんなことに使われるの？

「赤い羽根」は、勇気と良い行いのシンボルだからです。
アメリカの原住民族は、いろいろな色の羽根飾りを頭などに付けていましたが、
羽には色によって意味がありました。勇気のある行いや、良いことをした人が、
「赤い羽根」を付けていたと言われています。

日本の「赤い羽根共同募金」は、今から 70 年以上前の
1947 年に始まりました。太平洋戦争が終わって、焼け
野原でたくさんの人たちが苦しんでいるなかで、助けあ
いの「赤い羽根共同募金」が始まりました。
最初は、戦争で家や家族を失った子どもたちのために、
寄付が役立てられました。誰もが苦しい生活でしたが、
およそ 6億円の寄付金が寄せられました。現在の貨幣価
値にすると、1,200 億円に相当するといわれています。

「赤い羽根データベース　はねっと」で検索！ 「赤い羽根　ふるサポ」で検索！

ふるサポ
自分のふるさとを良くするしくみ※はねっとｗｅｂ上、

　更に絞り込みで「愛
　知県」「一宮市」を選
　択してください。

遠方からでも
クレジットカード
決済で募金
ができます。

私たちの住むまちが抱えている様々な課題の解決を目指した取り組み
のために使われます。
例えば、最近、ご近所のお付き合いが少なくなっている、閉じこもり
がちなお年寄りが増えているといった課題があり、市内で集いの場
（サロン）づくりが進められています。
立ち上げ費用や運営費用の助成、担い手養成や担い手同士の交流、出
張型でのお試しサロンの開催やレクリエーションについて学ぶ場の提
供など、様々な取り組みに活用されています。楽しい集いの場は、生
きがいづくりや見守りにも効果的で、安心安全なまちづくりにつながっています。
「赤い羽根共同募金」の寄付金の使われ方は、ウェブサイトで公開しています。また、寄付する
市区町村や分野を指定してウェブサイトから寄付が出来る仕組み、“赤い羽根「ふるさとサポート
募金」”通称「ふるサポ」が運用されています。

私たちの住む町には、お年寄りや障害のある人、子育て中の人など、暮らしていくのに助けが必
要な人たちがいます。みんなが暮らしやすくなるお手伝いをするために、みんなでちょっとずつ
助けあう。それが「赤い羽根共同募金」です。助けが必要な人たちのために、いろいろなボランテ
ィア団体などが活動しています。活動に必要なお金を 1 人で出すのは大変なことですが、みん
なでちょっとずつ寄付すれば、より多くのお金が集まって、たくさんの人が活動にかかわること
ができます。また、ボランティア団体などがバラバラに募金活動をすると、どこへ寄付すれば良
いか迷ってしまうので、「共同募金」としてまとめて募金活動をして、共同募金会が審査して必要
なところに助成をしています。

平成 30 年度は、日本全国で 176 億円の寄付が集まりました。
一宮市では 4,050 万円余の寄付が集まりました。
72 年間の合計の寄付額は全国で 1兆円を超えました。

「共同募金」は、世界の 40 の国などで行われています。でも、シンボルとして「赤い羽根」を使
っているのは日本だけです。
「共同募金」の仕組みは、元々アメリカで始まりました。1913 年のことです。アメリカの仕組
みをもとに、太平洋戦争が終わった後、日本でも始まりました。同じように、南アフリカ、カ
ナダ、オーストラリアなど 40 の国や地域にも広がっています。
アメリカや南アフリカでも、かつてはシンボルとして「赤い羽根」を使っていましたが、今は日
本だけが「赤い羽根」を使っています。
「赤い羽根共同募金」は、英語では「コミュニティ・チェスト（Community Chest）」と呼びます。
「地域の箱」という意味です。アメリカでは「ユナイテッドウェイ（United Way）」という名前を
使っていて、各国それぞれ呼び名が異なります。

いかがでしたか？　「どうして？」は解消されましたか？
赤い羽根共同募金についてもっと知りたい方は、「中央共同募金会」ウェブサイトへ！

（10 月 1 日から 3月 31 日まで）
本年度もご協力よろしくお願いいたします。

一宮市共同募金委員会 令和元年度目標額　　４３，０００，０００円

募金活動には、「赤い羽根共同募金」のほかにも、いろいろな色の
羽根を使った募金活動があり、それぞれ異なる団体が行っていま
す。「緑の羽根」は森林づくりのために、「青い羽根」は海の事故を防
ぐために、それぞれ役立てられます。
また最近では、ピンクリボン（乳がん予防等の啓発）やオレンジリボン（子どもの虐待を防ぐ）な
ど、リボンをシンボルとした募金活動も増えてきています。

その 4　どうして「赤い羽根共同募金」をするの？

その 5　「赤い羽根共同募金」には、どのくらいの寄付が集まるの？

その 6　「赤い羽根共同募金」は日本以外の国にもあるの？

その 7　「赤い羽根」以外の色の募金は、なんの募金？

サロン

92019（令和元）年 10月　いちのみやの社会福祉8 2019（令和元）年 10月　いちのみやの社会福祉


